
第六章　厳島丸第三回日本移民 

1912 年４月　367 家族　1,432 名

A)　グァタパラ耕地へ 45 家族が畑中仙次郎（自由移民渡伯者）引率で入耕。この第３回はグァタパラ耕地
周辺の耕地に日本移民が多数配耕される。
以下グァタパラ耕地周辺の耕地への配耕について触れたい。

ビラ・アルベルチナ駅停車中の汽車
（1914 年開通、から 1971 年迄路線を走るが 1961 年に利用者不足により廃駅）

B)　サンタ・オリンピア耕地（同じグァタパラ駅）　24 家族通訳香山六郎。
香山著回想録に配耕者名が幾人か出ているので上げてみる。耕主ジ二ス・ジュンケイラ・ジュ二オール。原夫婦、
松浦夫婦、西尾君（竹細工を嗜んだ）竹でカゴを作り重宝がられる。坂本一徳 , ヤツ夫妻、夫一徳 1872 年

（明治 11）６月 21 日生、元熊本連隊伍長。体格強健、５尺３寸２分 ( 約 172,6 センチ )、妻旧姓佐々木、
1875 年（明治 14）３月 28 日生、の長男で 1906 年（明治 39）５月 24 日生の秀雄は当時７歳であった
が投薬も効なく病で７日にしてグァタパラ駅に近い共同墓地に葬られた。（後述にもあるが、初期移民で随一
この坂本一族がグァタパラ市内に在住するものである。）熊本天草郡の佐々木末吉さんの妻萩乃さんが初産に
女の子を安産。ちょうど佐々木さんの実姉で坂本一徳夫人が長男を死亡させた後だった。佐々木氏に頼まれ
千代と命名いたし、名付け親に香山通訳なるものであった。その他に宮崎、平田等が記されておる。
 
＊佐々木末吉一家は、以後オウリーニョス、セルトンジーニョスと転々移転する。後年モツーカで精米所を
開業、思うよう籾が手に入らず、ジャボチカバールで開業中の田嶋氏から毎月白米 20 俵を譲り受け営業を
継続する。



佐々木末吉一家
　
此処にサンタ・オリンピア耕地内でのコーヒー採取量が記されてるので触れたい。
須山君の家族は青年２人、弟２人家族合計６人で週末には 62 俵摘んで 20 家族中最高、採取最低は万里谷
未亡人、長男広（後年コチア創立組合員）、次男政志の３人で 25 俵。

モンテイロ駅
＊モンテイロ駅
グァタパラ耕地のコロ二ア・モンテイロ（モンテイロ駅付近）は我々の耕地と馬車道一つを境にしていたので、
コロノの買い物は大抵我々の耕地の売店（2000 年頃まで存在、それも売店として）でされた。移民者達は
よくここで出会うものであった。熊本天草中学出身者で神奈川丸で渡航して来た山下完氏は佐々木、坂本等



と同郷者でよく耕地に遊びに来ていた。サンタ・オリンピア耕地のかかり医者はグァタパラ耕地の方であった。

＊ブラジルでの医者の往診料の高いことには大変驚くほどで、たいがい１レグァ（５キロ～７キロ）の距離
であれば 25 ミル（15 円）、２レグァであれば 60 ミル（36 円）、３レグァで 100 ミル（60 円）とおどろ
く程で、もし町から農場まで 15 ～ 20 キロもあるとしたら、コロノ一家族の月給の３倍｡ 私達移民は重患
におちいったり病気が長引くば、非常な困難にみまわれるものだった。　　　　　　

（「移民の生活の歴史」78 ぺージ）

＊大原綾子 ( 旧性木村 )、1906 年 9 月 10 日熊本県鹿本広見村生、５歳の時両親の嘉一、ミエ、生後百日
目の妹文子の４人で第３回移民船厳島丸で渡伯、最初にグァタパラ耕地に配耕。契約終了後の翌年サン・パ
ウロへ出聖。さらに 12 歳の時一家でリンスの町から 15 キロ離れた、コーヒーのある耕地へ移転。そして
ウニオン植民地へ、ここは 100 家族の入植者が在住。渡伯 10 年過頃、日本へ帰る移住者から農地を購入
して、日本に居た兄弟も呼んだ。26 歳の時大原豊（滋賀県出身の夫の本籍に移す）氏と結婚、現在同居す
る翠さんを筆頭に弁護士で活躍する毅 ( つよし、サン・パウロ文協評議員会長 ) 等５人の子宝に恵まれる。　　　　　　　　　　　　　　
(2007.1.1 ニッケイ新聞慨報記事 )

ノロエステ線リンス駅、上塚第２植民地、ウニオン区処女会、ウニオン日本学校前
前列右端、岩崎トシエ ( 現田嶋勉夫人 )1935 年

＊在伯日本移民 25 年記念鑑 1934 年刊行時のウニオン植民地総合計。家族数 128 戸、人員 733、男 388、
女 345、所有面積 356 アルケーレス、地価 630 コントス、開拓面積 330 アルケーレス、栽培コーヒー樹数
657,000 本、地主 25 戸、請負者 34、コーヒー 34,479 俵、籾 577 俵、豆 90 俵、玉蜀黍 680 俵、自動車

「客」５、「貨」17、果樹園 15 アルケーレス、豚 529、馬 20、牛 47、植民地内伯生 217、同伯死 61、同
就学児 104。

（「在伯日本人移植民 25 周年紀念鑑」319 ぺ－ジ）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
このサンタ・オリンピア耕地は現在でも当時のコーヒー脱穀精選機、グァタパラ耕地と比べる小型だが保存



されており、また 1930 年頃のコーヒー代金の収支決算の台帳まで拝見することができる。

C）　サンタ・リッタ耕地
グァタパラ耕地、サンタ・オリンピア耕地から北側10キロ位離れて野口夫婦等、通訳笠戸丸移民の村崎豊重（後
年香山の義弟）耕主は当時リべイロン・プレート市会議員マヌエル・マショアノ・ジュンケイラ。

D）　サン・ルイス耕地（サン・マルチーニョ耕地方面）
通訳金子保三郎、移民の中には佐賀の葉隠れ武士の流れを汲む血気盛んな者多く、金子は山県勇三郎を日本
から頼って渡伯。　
　
結実ある畑をイタリア移民へ、少ない畑を日本移民に採集させた。総監督の不公平から日本とイタリア人移
民の間に抗争を起こし、通訳の誤訳からイタリア移民の短銃発射となり、問題は益々紛争し、耕主はすでに
警察沙汰にまで発展させ、リべイロン・プレート市より警兵の出動、日本移民５家族脱耕で一段落。その中
の一人野中氏がマット・グロッソ州トレス・ラゴアス町郊外に蔬菜園を開拓して、その元祖となった。金子
通訳も妻経と乳呑児を連れて耕地を追い出された。彼が日伯新聞創設の創設者。

E）　サンタ・テレザ耕地（33 ヶ所々有のフランシスコ・シュミツ耕地の１耕地）
モジアナ線ジャタイー線、グァタパラ駅発～リべイロン・プレート駅終点・リべイロン・プレート駅の２つ
手前の駅、　通訳鞍谷三郎笠戸丸第１回自由移民兵庫県明石出身。

F)　サンタ・マリア耕地モジアナ線サン・シモン駅発～セーラ・アズル駅終点。サン・シモン駅から２つ目の駅。
通訳宮本久記、笠戸丸第１回ズモン耕地入耕者、濱田太作の構成家族。

G）　パウ・ダ・アーリョ耕地（フランシスコ・シュミツの１耕地）通訳鈴木秀造。

H）　サンタ・ルジア耕地（フランシスコ・シュミツの１耕地）通訳岸本次男

Ｉ）　カナーン耕地通訳間崎三三一　笠戸丸第１回ズモン耕地入耕者、広島県安芸出身（独身者）

Ｊ）　サンタ・ガブリェーラ耕地（フランシスコ・シュミツの１耕地）モジアナ線セルトンジニョ支線。
リべイロン・プレート駅発～ピタンゲイラ駅終点リべイロン・プレート駅から２つ目の駅。　
通訳小野寺謙介・( 宮城県出身 ) 笠戸丸第１回ズモン耕地入耕の福島県移民で安斉弥惚右エ門の娘とらと妻帯。

Ｋ）　バイシャドン耕地　通訳佐方傅八、笠戸丸第１回ズモン耕地入耕の熊本県移民島村七蔵の構成家族 ( 甥 )

Ｌ）　サンタ・アメリア耕地　　通訳中村某

Ｍ）　レスチンガ耕地　モジアナ線リべイロン・プレート駅発～フランカ駅終点、終点の１つ手前の駅　
通訳原口崎蔵


